
　総務省によると、65歳以上の高齢者の割合がすでに27％を

超え、本邦の超高齢社会は急速に進行しています。そのため

薬剤師は、高齢者の生理機能や薬物治療の特徴について理解

する必要性が高くなっています。また高齢者は加齢と共にさ

まざまな疾患に罹患しやすくなるため、その都度、薬が処方

される可能性が高まっています。このような多剤併用をポリ

ファーマシーといいますが、これは単に服用剤数が多いこと

だけではなく、薬物有害事象の増加、さらには服薬アドヒア

ランス低下等の問題につながる状態を指します。今回、高齢

者の医薬品適正使用からポリファーマシー対策、そして在宅

ケアにも触れていきます。



（受付時間 9:00～17:15）
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